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“生きる”ってどんなこと？ “さわやかイズム”ってなんなの？ 

「創業の精神・さわやかイズム（生きる力）」 の共通理解 
 
ピンチをチャンスに！  やればできる「プラス発想」への人づくり 
 
私は、なんでもできる！とはりきっていた夢多き青春時代の「２６歳」から、大病といわれる「結核（３回）」

を「約１０年間」繰り返し、とうとう「働くことのできぬ身体」だと、主治医から宣告されました。 
お先、真っ暗！でした。これからの生活・仕事を考えると、夢も生きる力もなく、消耗しきっていました。 

それでも病気が長期になった焦りから、小康状態の時には命懸けで働いてきたのです。 

こんな身体に生んだのは両親が悪い！、思うようにできぬのは世の中が悪い！という「被害者意識＝マイナス

発想」であったことから、いくらがんばっても、「仲間や仕事」を失っていくばかりでした。 

当たり前のことですが、「因果応報」という「結果」しかでませんでした。 
 
しかし、病気・家族の崩壊と次々に襲う絶望感の中で、私は、「同じ苦しみ」なら、このまま死ぬよりも、

期待の持てる「生きる道」へと、人生の大ピンチを「プラス」へと、変えるチャンスを掴んだのです。 
絶望感の中から、「やればできる!プラス発想」に変わることができた「さわやかイズム（生きる力）」について、

共に学んでいただき、「価値観」を共有することで、明日へと希望をもって、挑戦していただくことを期待します。 
 
いつの世も、どんな時代も、「人生」とは、「ピンチの連続」です。これが私の実感です。 
誰もが、「時代の変化（特に競争社会・まわりの変化）」に対応していかなくては、置いていかれるからです！

そして、「安定・成長」を願っているからです。 

最も強く反省したのは、どんなに素晴らしいことでも、「目標・期限の無いがんばり」や、「成果のわからぬ努力」

は、最初から「責任の放棄」であり、「消化するだけの人生」が待っているだけだとわかりました。 

私は、ピンチの連続の中から、やっと得意なこと、大切なことに「的」を絞ることだとわかってきました。 

そして、大小の関係なく、「やりがいのある夢」や「こうなりたい！目標」が描けるまで思い続けるのです。 

「あるべき状態と出来栄え状態」が「目標と結果」です。「本当の姿」がわかり、「原因・対策」が打てることです！ 

従って、「ピンチ」の中にこそ、「本当の価値」があり、逃げずに向かう者だけが、「チャンス」を掴み、達成

できるのです！この「積み重ね」や「経験（失敗含む）」を活かすしか、「安定・成長」への方法はありません！ 
 
私は子供の頃から「食べること」が大好きで、特に「牛肉１００％・炭焼きハンバーグ」は、心と身体を元気

にしてくれる!と憧れていました。牛肉は、「血沸き、肉踊る」といわれる、元気の出るタンパク源です！ 

とうとう「人生の折り返し点」である「４０歳」、「炭焼きレストランさわやか」を開業し、地域の大多数の

皆さんに提供することを決意したのです。 

「テーブルの王様」といわれたご馳走の「サーロインステーキ」、それよりも、「もっとおいしく、お値打ち

価格」で、「親子三世代」に、「楽しく、元気の出るだんらんの場を提供したい！」と、強く思ったのです。 

「未経験の仕事・資金なし・病気再発の心配」等で、常識では越えられぬ厚い壁ばかりの中、「お客様の立場」

になって｢感謝の心｣を込めて提供すれば、必ずできる！と「プラス発想」で、スタートしました。 

 
やればできる!プラス発想の原点「さわやかイズム（生きる力）」とは 
 
私は、「生命」に直接関係のある「病気」であったこと、そして「食べる」ことが大好きであったことから

「飲食」は、空腹を満たすモノではなく、「人間の生命」を支え、「健康」に成長するための「根源」である    

ことがわかりました。「どんな人間」であっても、食べなければ、生きていけぬ！からです。 

この、｢当たり前｣の中から、「生命と飲食」には、「大切な使命」があることを学ぶことができました。 
 
今！、私たちが「生きている」こと、「根源」は、 「この世」に 

①生まれてきたこと   それは、「父母の愛情」であり、「無償の愛」で支えられてきたことです。    

②生かされていること  「光・空気・引力」に代表される「自然の恵み」であり、「無限のエネルギー源」です。  

③は、①と②である「人間と自然の共生」を祈り、祝う「まつり」であり、「元気の出るエネルギー源」です。 
 
以上、「三つのキーワード」に代表されます。どれか１つ欠けても、「今」の私たちは「存在しない！」からです。 

この「自然の理」の「本当の姿＝大切な価値」を学ぶことで、 

「自然のイキイキとした状態＝さわやかな人生・企業」につながると、確信をしたのです。 

①・②のキーワードについて、「プラス発想」となった理由を述べます。 
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①「生まれてきたこと」とは、 
 
● 私たちは、あらゆる動物の中から「万物の霊長」といわれる「人間」に選ばれてきたことです。 

「３００兆分の１の確率」といわれるほどの競争率の中から、選ばれてきたといわれています。 

従って、どんなに「奇跡の幸運」であるかが想像できます。 

● その「幸運」とは、誰もが平等に「無限」といわれる「潜在意識＝能力」を持っていることだといわれて

います。その価値は「３００兆円といわれる位の財産」を持った、「脅威の小宇宙」とまで言われています。 

従って「心＝潜在意識」のあり方、即ちこうなりたい！と思う「生きる力＝考える・創る・行動する力」

によって、「潜在能力＝第２の力」を引き出し、「運命を創る」ことができると、確信することができました。 

そう思ってあらゆる動物を見てみれば、「人間」しか、思っていること・考えていることを「形」にして、

「価値」を創り、「安定・成長」を目指し、進化している動物はいませんね！ 

● さらにこの「奇跡の幸運」を与えて、この世に、私たちを「人間＝万物の王様」として「生み、育て」     

てくれたのは、「父母の無償の愛」であります。 

人間として「生まれてきたこと」に、「感謝・感動の心」を込めた「価値ある目標」が明確にできれば、 

誰もが「やればできる！プラス発想」に生まれ変われる、と信じることができた「原点」になりました。 

 

②「生かされている」ということは、  
 
● 光、空気、引力に代表される「自然の恵み」であるといえます。どれか「１つ」でも欠けるようなことが

あれば、一瞬の内に地球が消滅してしまうほど大切なものばかりです。 

私たちの生活の中でも、「光」は「電気・熱源」であり、各種のエネルギー源となって活用されています。 

  また「空気」も同様、「空調機」に代表され、「電力会社」に始まり、「形＝価値」を作る電機メーカー・

自動車メーカーへと活用され、いずれも大企業となって「成長」しています。 

これは「自然の恵み」が「大衆＝日常生活」にとって直接つながっており、「生命」を支え、育てている    

「エネルギー源」であることがわかります。 

従って「あらゆる生命」を活かしている「無限のエネルギー源」であることを証明しています。 

「自然の恵み＝食材」に「生かされていること」に「感謝・感動の心」を込めて「最大限」に活かした    

「愛情料理＝父母の無償の愛」は、「生きる力＝元気の出るエネルギー源」を創る！と確信できました。 

 

この「父母の愛」は「子供」に、「自然の恵み」は「人間」に対して常に平等ですから、「ピンチ」の時ほど、

「愛情」の強さや深さがわかります。そして、自立し信頼される人間に成長できるように、常に「無償の愛」

と「無限のエネルギー源」を注いでくれていることが理解できます。これが「潜在している本当の姿」です。 

 

私たち「人間」を、「自然の恵み」である「木」に例えると、いずれも「根」と同じ位、大切なことです。 

「当たり前」過ぎることと、「目に見えません」ので、「ありがたい！」と思ったことはありません。 

特に、「飽食＝モノあまり」と言われる、恵まれた環境の中で育っている私たちは、つい「目先」の損得・   

好き嫌い、利便性・効率性を優先し、「目に見える姿・形」を中心に、「豊かさ」の「価値判断」をしています。

いかに「自己中心＝他力本願」で生きているかが、思い知らされます。 

これでは、いくら頑張っても、無償の愛や、無限のエネルギー源である「根＝原点」につながらず、      

イキイキとした「幹」やさわやかになる「花や実」に育ちません！ 

不幸にして一生、「発想」をかえるほどの、「感謝・感動」ができぬ人は、他の動物と同じになります。 

 

私の場合も同様です。「ピンチ」の繰り返しの度に、「病身」であることを「両親」からの遺伝だと決め付け、

思うようにならぬことは、全て周りが悪い！と、被害者意識をもって、恨んできました。 

医師より「働くことのできぬ身体」と宣告され、家族が崩壊していく中、「もう生きられぬ！死ぬのも怖い！」

という「四面楚歌」の大ピンチであったことが、「能力開発プログラム＝１９８９年・世界大賞受賞」と    

出会い、学ぶことで、乾ききった「砂漠」が水を吸い込むように、「潜在している本当の姿」が理解できたのです。 

本当に、悲しみ、苦しんでいたのは、「父母」であり、勝手放題の私は、なんと「加害者」だったのです！ 

私は、子供を持つ親となって、はじめてわかった「父母の愛情」です。 

もう、取り返しがつかない！という深い反省が、「感謝・感動の心」に変わり、「形＝価値」に具現化して   

いく決意が「プラス発想の人生」への「チャンス」となって、スタートできたのです。  




